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今
年
度
の
卒
業
生
は
、
米
原
校
3
学
科
で
計

４
９
名
、
草
津
校
６
学
科
で
計
1
１
7
名
、
卒

業
生
全
体
の
合
計
は
１
６
６
名
で
し
た
。
卒
業

証
書
授
与
式
は
、
午
前
１
０
時
か
ら
「
開
式
の

辞
」
で
始
ま
り
、
国
歌
及
び
校
歌
の
斉
唱
の
後

「
卒
業
証
書
授
与
・
皆
出
席
賞
授
与
・
功
労
賞

授
与
」
と
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
で
退

任
す
る
講
師
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

卒
業
生
を
送
る
会
は
、
桂
田
芳
明
委
員
の
司
会

で
進
行
、
第
３
９
期
水
原
学
科
長
及
び
第
３
８
期

北
村
学
科
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
田
中
副
学
科
長
の

乾
杯
の
発
声
と
同
時
に
く
す
玉
を
割
り
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
く
す
玉
を
割
っ
た
の
は
、
園
芸

学
科
の
金
庫
番
で
あ
る
、
中
川
幸
治
氏
と
杉
村
百

合
子
さ
ん
。
開
宴
の
調
べ
と
し
て
今
堀
き
よ
子
さ

ん
の
琴
に
よ
る
演
奏
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

第
３
９
期
園
芸
学
科
で
は
、
第
３
８
期
生
の
卒

業
式
を
間
近
に
控
え
た
頃
、
親
睦
会
担
当
委
員
で

あ
る
、
桂
田
・
川
﨑
・
廣
田
・
前
田
の
各
氏
が
中

心
と
な
っ
て
、
「
卒
業
生
を
送
る
会
」
を
計
画
し

ま
し
た
。
卒
業
証
書
授
与
式
を
終
え
た
９
月
６
日

の
午
後
、
第
３
９
期
生
一
同
は
、
送
別
会
の
会
場

で
あ
る
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖
の
送
迎
バ
ス
で
集
合
し

た
後
、
会
場
の
設
営
を
行
い
、
記
念
撮
影
や
行
事

を
終
え
た
第
３
８
期
生
の
到
着
を
待
ち
ま
し
た
。

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

米

原

校

・

草

津

校

『
第
３
８
期
生
の
卒
業
式

』

第
３
９
期
園
芸
学
科
、
１
学
年
最
後
の
後
期
選

択
講
座
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
花
の
種
ま
き
実
習
」

を
受
講
し
ま
し
た
。
午
前
中
の
講
義
は
、
種
ま
き

を
行
う
際
の
基
本
項
目
を
学
び
ま
し
た
。

草
花
の
種
ま
き
に
つ
い
て
、
蒔
く
時
期
に
よ
っ

て
分
け
ら
れ
る
も
の
。
春
ま
き
の
種
子
は
寒
さ
に

弱
い
も
の
（
コ
ス
モ
ス
・
サ
ル
ビ
ア
・
朝
顔
・
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
）
が
多
く
、
時
期
的
に
は
４
月

中
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
、
秋
ま
き
の
種
子
は
寒
さ

に
強
い
の
で
、
一
度
低
温
に
合
わ
な
い
と
花
が
咲

か
な
い
も
の
（
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
・
パ
ン
ジ
ー
・
キ

ン
セ
ン
カ
等
）
が
多
い
の
で
、
９
月
中
旬
に
蒔
く

の
が
好
ま
し
い
。
ま
た
、
発
芽
に
必
要
な
条
件
と

し
て
は
、
適
度
の
温
度
や
適
度
の
水
分
そ
し
て
酸

素
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

編
集
後
記

平
成
２
９
年
９
月
３
０
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学
科

通
信
第
１
２
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
は
、
先
輩
で
あ
る
第
３
８
期
生
の
卒
業
式
が
あ
り
記

事
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
話
題
で
占
め
ま
し
た
。
園
芸
学
科
通

信
も
第
１
２
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
っ
と
い
う
間

の
１
年
間
で
し
た
。
来
月
か
ら
は
２
年
生
に
な
り
、
紙
面
の

充
実
を
図
る
こ
と
も
新
た
な
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
第
３
９
期
生
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
投

稿
・
寄
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
佳
）

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
、
第
３
８
期
生

の
「
卒
業
証
書
授
与
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
、
平
成
２
９
年
９
月
６
日

水
曜
日
、
米
原
市
下
多
良
２
丁
目
に
あ
る
「
滋

賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
内
は
、
洋
装
や
和

服
で
着
飾
っ
た
卒
業
生
た
ち
が
、
そ
こ
か
し
こ

に
集
ま
り
話
に
花
が
咲
き
、
交
流
の
輪
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

平
成
２
７
年
１
０
月
、
滋
賀
県
立
長
寿
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
「
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
草
津
校
」
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
憧
れ
の

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
の
大
学
生
と
な
り
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
約
２
年
経
っ
た
今
日
、
机
上
で
の
学
習

や
校
外
で
の
実
習
に
励
み
、
自
己
研
鑽
を
積
ん

だ
「
第
３
８
期
生
」
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待

っ
た
卒
業
証
書
授
与
式
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
授
与
式
は
渡
邉
学
長
の
式
辞
と
続

き
、
学
長
か
ら
は
「
地
域
活
動
の
担
い
手
と
な

っ
て
、
地
域
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の
先
頭
に

立
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生
を
送
る
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
式
次
第
は
続
き
、
来
賓
と
し
て

招
か
れ
た
池
永
滋
賀
県
副
知
事
や
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
同
窓
会
長
ら
、
来
賓
の
み
な
さ
ん
の
祝

辞
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
思
い
の
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
在
校
生
に
よ
る
送
辞
や
卒

業
生
に
よ
る
答
辞
が
あ
り
、
全
員
で
「
仰
げ
ば

尊
し
」
を
斉
唱
し
た
後
、
司
会
者
の
閉
式
の
辞

に
よ
っ
て
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

授
与
式
開
始
の
２
時
間
ほ
ど
前
、
在
校
生
で

あ
る
園
芸
学
科
３
９
期
生
一
同
は
、
ロ
ビ
ー
に

集
合
し
、
受
付
係
や
来
賓
へ
の
対
応
係
な
ど
事

前
に
決
め
た
役
割
分
担
の
と
お
り
、
受
付
を
開

始
し
ま
し
た
。
卒
業
式
に
出
席
す
る
た
め
草
津

校
や
米
原
校
か
ら
集
ま
っ
た
方
へ
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

■

第
３
８
期
、
園
芸
学
科
卒
業
記
念

卒
業
生
を
送
る
会
を
開
催

■

於
：
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖
（
湖
都
の
間
）

３９期生による受付と来賓への対応

余
興
の
時
間
に
な
る
と
、
み
ん
な
が
芸
達
者
な

と
こ
ろ
を
披
露
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
唱
、
３
９
期
生

全
員
で
「
青
春
時
代
」
を
合
唱
、
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
に
よ
る
「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
な
ど
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
校
歌

「
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
賛
歌
」
を
高
ら
か
に
歌
い
、
３

８
期
、
藤
原
副
学
科
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

桂田芳明、３９期親睦会担当委員の司会による開式の辞

選
択
講
座
を
受
講

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
花
の
種
ま
き
の
実
習

講
師

南

敏
孝

氏

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
午
後
か
ら
種
ま
き

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
種
子
は
、
パ
ン
ジ

ー
の
な
か
ま
で
あ
る
ビ
オ
ラ
と
デ
イ
ジ
ー
（
ヒ
ナ

ギ
ク
）
そ
し
て
ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
な
ど
の
５
種
類

で
、
プ
ラ
グ
ト
レ
ー
（
２
０
０
穴
）
に
ピ
ン
セ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
て
慎
重
に
蒔
き
ま
し
た
。

勉強した発芽の３条件を考えながら、寡黙になり種子を丁寧に蒔く

課
題
学
習
・
樹
木
剪
定
実
習
を
実
施

■

石
の
寺
・
教
林
坊
の
庭
園
管
理

■

第
３
９
期
園
芸
学
科
生
に
よ
る
課
題
学
習
の
対

象
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
庭
園
管
理
「
教
林
坊

（
安
土
町
）
」
で
す
が
、
５
月
２
３
日
及
び
６
月

２
９
日
に
続
い
て
、
９
月
２
７
日
、
第
３
回
目
の

庭
園
管
理
（
剪
定
作
業
及
び
巨
石
を
配
置
し
た
池

泉
回
遊
式
の
庭
園
内
の
池
の
清
掃
）
を
行
い
ま
し

た
。
教
林
坊
の
由
緒
に
つ
い
て
は
、
既
報
の
と
お

り
、
推
古
１
３
（
6
０
5
）
年
に
聖
徳
太
子
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
寺
名
の
『
教
林
』
と
は

聖
徳
太
子
が
林
の
中
で
教
え
を
説
か
れ
た
こ
と
に

由
来
し
、
境
内
に
は
「
太
子
の
説
法
岩
」
と
呼
ば

れ
る
大
き
な
岩
と
ご
本
尊
を
祀
る
霊
窟
が
残
さ
れ
、

『
石
の
寺
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
書
院
西
面
の

名
勝
庭
園
は
小
堀
遠
州
作
と
伝
え
ら
れ
、
枯
れ
滝

・
鶴
島
・
亀
島
な
ど
巨
石
を
用
い
て
豪
快
に
表
現

さ
れ
た
桃
山
時
代
を
象
徴
す
る
池
泉
回
遊
式
庭
園

で
す
。

９
月
２
７
日
、
教
林
坊
の
庭
園
管
理
３
回
目
の

こ
の
日
は
、
第
３
９
期
園
芸
学
科
水
原
学
科
長
を

筆
頭
に
、
上
野
・
桂
田
・
北
川
・
清
水
・
今
堀
・

北
村
の
７
名
に
住
職
が
参
加
、
庭
園
内
の
樹
木
の

剪
定
や
池
に
溜
ま
っ
て
い
る
土
砂
を
運
び
出
す
作

業
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
特
に
、
池
泉
回
遊
式
庭

園
に
あ
る
池
の
清
掃
は
大
変
で
、
大
量
に
溜
ま
っ

た
土
砂
を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
は
繰
り
返
し
運
び
出

す
作
業
で
し
た
。

午
前
中
の
作
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
っ
き

り
と
し
た
樹
木
、
美
し
く
な
っ
た
庭
園
と
池
を
眺

め
な
が
ら
の
休
憩
は
、
こ
の
上
な
き
気
持
ち
良
き

事
と
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
２
年
生
に
な
る
１
０

月
以
降
も
、
歴
史
あ
る
教
林
坊
の
庭
園
管
理
を
行

う
こ
と
で
歴
史
遺
産
の
保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
を

参
加
者
一
同
が
再
確
認
し
ま
し
た
。


